連載 : 現代 管 情報 シリ ー ズ 


003 年 発売 の 新 管 種 


は じ め に 


真空 管 は , 半導体 に すっ か り 主 役 の 座 を 譲っ た 21 
世紀 の 現在 で も , まだ まだ 特定 の 分 野 で は 現役 で 使わ 
れ て いま す . 

特に ギタ ー・ ア ンプ 等 の 電子 楽器 分 野 で は , その 星 
盛 な 需要 に 支え られ て , 中 国 , ロシア を は じ め , チェ 
コ や スロ バキ ア 。 ユ ー ゴ スラ ビア の 各 メ ー カ ー で , 
EL 34 や 6L6 系 , KT 88 系 , EL 84 や 12 AX 7 な ど 
と いっ た ポピュラー な 品種 が 大 量 に 製造 され て いま 
す . 

も ちろ ん ,。 オー ディ オ 用 途 で も その 吉 要 は か な りあ 
り , 今年 も 各 メ ー カ ー か ら 電 圧 増幅 管 - 出 力 管 整 流 
管 に 至る 様々 な 新 製品 が 発表 きれ まし た . 

本 シリ ー ズ で は , 各 メー カー か ら 発 表 さ きれ た 新 製品 
の 概要 を その 都度 お 知ら せ し て きま し た が , 今回 は 
2003 年 中 の 出来 事 を 振り 返っ て みた いと 思い ます . 


電圧 増幅 管 


昨年 に 引き 続き , 今年 も る ロシア 製 オ ー デ ィ オ 用 真空 
管 の 高級 プラ ンド : Electro-Harmonix か ら 続々 と 
新 製品 が 発表 きれ まし た . 

2003 年 中 に 発表 きれ た の は 。 新型 管 と し て は , 6 
SN 7-EH と 6H30 Pi-EH Octal の 2 種類 と , 既存 
モデ ル の 改良 型 と し て は , 6922-EH と , 既存 の EH 球 
や Sovtek 球 の ピン を 金メッキ 処理 し た EHG シリ 
ー ズ (Gold-Pins) 11 種類 で す . 
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(1) 新型 管 


中 で も 6 SN 7-EH は , RCA-5692 類似 の 堅 富 な 構 
造 と 平 型 プ レー ト を 持っ た , 電気 的 に も 特性 が よく 揃 
っ た 魅力 的 な モデ ル で す . 

6 SN 7-EH の 登場 に より , 従来 , 角柱 型 プ レー ト 構 
造 の Sovtek-6 SN 7 や その 中 国 版 で ある 忠 光 電子 の 
製品 と いっ た 1 種類 の タイ プ し か な か っ た と ころ に だ 新 
風 を 吹き 込む よう な か た ち に な っ た の で , 今後 は 
TPO に 合わ せ て タイ プ を 選択 で きる よう に な り ま し 
た . 最近 , 秋葉 原 で か な り 多 く 出 回 っ て いる よう で す . 

6 H 30 Pi-EH Octal は , 低 電圧 ・ 大 電流 動作 で そ 
の 持ち 味 を 発揮 する MT-9P 型 の 強 カ ドラ イ バ ー 
管 :6H30 PiEB の GT 管 バ パー ジョン で ,。 オ クタ ル 
ベー ス 化 する に あたっ て , 今 ま で 独立 し て 引き 出さ れ 
て いた ユニ ッ ト 間 シー ルド 板 を ヒー ター の 片側 に 接続 
する こと に よっ て ,。 ピン 接続 を 6 SN 7 と 同一 に し た 
ユニ ー ク な 球 で す 。 

何 の た め に 製品 化 さ れ た の か ? 詳細 は 不明 で す が , 
どこ か の セッ トメ ー カ ー の 要求 で 企画 さん た モデ ル 
か , ある い は 品種 が ご く 限 られ た GT 管 タ イプ の 現行 
の 電圧 増幅 管 に バリ エー ショ ン を 持た せる 意味 で 開発 
され た モデ ル で は な いか と 思わ れ ま す . 

6922EH は , 既存 の Sovtek-6922 と 外観 は ほとん 
ど 変 わり ませ ん が , 米国 か ら の 情報 に よる と , プレ ー 
ト を 三 層 合 金 製 に 変 た を 。 ピン の メッ キ を 改良 する と い 
っ た , 目 に 見 えな い 改 良 が 加え られ た モデ ル と の こと 
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な お , 6 30 PiEH Octal や 6922-EH は , まだ 国 


ラジ オォ 技術 


< 第 1 表 > EHG シリ ー ズ (Gold-Pins5 の ライ ン ナ ッ プ 
内 に は 出回っ て いな いよ う で す . 


(2) 既存 モデ ル の 改良 型 


また , 既存 モデ ル の ピン を 金メッキ 処理 し た 
Electro-Harmonix ブラ ンド の EHG シリ ー ズ は , 第 
1 表 の と お り ,。 12 AX 7-EHG か ら 6 SN 7-EHG ま 
で の 電圧 増幅 管 が 11 種類 ち も ラ イン ナッ プ さ れ て お 
り 。 中 で も 6 SN 7-EHG は 金メッキ ・ ピ ン を 持つ GT 
管 と し て ユニ ー ク な 存在 で す . 

EHG シリ ー ズ は ,。 国内 に まだ あま り 出 回 っ て いな 
いよ う で す が , 最近 に な っ て , 秋葉 原 の 販売 店 の 店 頭 
に 12 AX 7-EHG が 並ん で いる の が 確認 で きま し た . 

それ 以外 の 動き と し て は ,。 ユー ゴ の Ei-Electronic 
製 真 空 管 の 特別 セレ クト 品 で ある Ei-Elites シリ ー ズ 
と , さら に 同 シ リー ズ の 球 の ピン を 金メッキ 処理 し た 
スペ シャ ル 管 で ある Ei-Elites “Gold" シ リー ズ (第 2 
表 参 照 ) が 国内 で 入手 し 易く な っ た こと で す . 


(3③) 未 紹 介 の 新 製品 に 関す る 情報 


2003 年 の 5 月 頃 に な っ て , Sovtek プラ ンド か ら 
は , 既存 の 12 AX 7 WA, 12 AX7WB (12AX7 
WA より や や ゲイ ン と 信号 飽和 レベ ル が 高い モデ ル ) 
に 続く 第 3 番目 の 製品 と し て , 新た に 12 AX 7 WC 
が 発表 され まし た . 

現在 , 情報 を 収集 中 で す の で , 近い うち に ご 紹介 で 
きる か と 思い ます . 


出力 管 


五 極 管 や ビー ム 管 に つい て は , 新 製品 の 発表 や モデ 
ル チ ェ ンジ 等 の , 特に 目立っ た 動き は あり ませ ん で し 
た が , 直 熱 三 極 管 に つい て は 。 従来 モデ ル の 改良 型 や 
新型 管 が いく つか 発表 され まし た . 
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基準 (1) 従来 モデ ル の 改良 型 
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管 ス タイ ル に 変わ り , ス テム 自体 も 従来 の ピ 
ンチ ・ ス テム か ら 円 柱 の 頂部 に リー ド を 4 本 埋め 込ん 
だ 4-pillar 型 に 変更 され まし た . 

これ ら の 仕様 は , 前 年 に 発表 され た 高 出力 管 : KR- 
300 BXLS (新型 ) と 共通 で す 。 バ ルプ は 現在 は ナス 管 
だ け の よう で す . 

② 2A3-EH (Electro-Harmonix) 

先月 号 で ご 紹介 し た 2A3-EH は , Sovtek-2 
A 3 (300 B 類 似 構造 の 一 枚 プ レー ト 管 ) の グリ ッ ド を 
金メッキ 化し た スペ シャ ル 管 で す . 

私 が 入手 し た サン プル は , 2002 年 12 月 製 の ご く 初 
期 段 階 の 製品 の よう で , 黒い モー ルド ベー ス 等 , 
Sovtek-2 A 3 と ほとん ど 瓜 二 つ の 外観 で し た が , 米 
国 の Web 上 で 公開 され て いる 2003 年 1 月 製 サ ンプ 
ル の 画像 で は , 300 B-EH 同様 に 白い タイ ト ベ ー ス を 
履い て いま す の で , 今後 , 国内 に 入っ て くる で あろ う 
2 A 3-EH は 。 お そら く タ イト ベー ス 管 に な る の で は 
な いか と 思い ます . 

2A3-EH は , 9 月頃 に 米国 で 発表 され た ば か り の 
た めか , まだ 国内 で は 出回っ て いな いよ う で す が , い 
ずれ 新しい サン プル が 入手 で きた 時 点 で 改め て ご 紹介 
し た いと 思い ます . 

な お , 300 B-EH が 発表 きれ た 時 に は , ベー ス と な 
っ た Sovtek-300 B は 生産 終了 と な り ま し た が , 2 
A 3 に 関し て は その よう な こと は な く , Sovtek-2 A 3 
も 今 ま で どおり 製造 され て いま す . 


(2) 新型 管 


① KR-PX 4 

チェ コ の KR-Audio か ら 発 表 き され た ナス 型 バ ルプ 
の KR-PX 4 は 。 オリジナ ル 英 国 製 PX 4 と の 完全 互 
換 を 目的 と し て 開発 され た 球 で , 平 型 プレ ー ト を 持つ 
先行 モデ ル の 同社 PX 25 を ベー ス に , 諸 特性 を PX 4 
に 合わ せる た め に , グリ ッ ド ピッ チ や フィ ラメ ント 素 


1 ら 3 


備 


n シ リー ズ は ナス 管 


300B の 2.5V 管 
300B 類似 形状 の 1 枚 ア ルー ト 


ナス 管 
ナス 管 


フッ ク 吊 り フ ィ ラ メン ト 
< 第 3 表 > Fullmusic プラ ンド “n シリ ー ズ ” (メッ シュ 状 プ レー ト ) の ライ ン ナ ッ プ 


タイ プ ) で し た が , 最近 の 雑誌 等 の 写真 を 見 る と , ス 
テム シー ル 型 に 変更 され た よう で す . 


整流 管 
新 製品 の 発表 が あま りな い 整 流 管 に お いて も , 直 熱 


管 ・ 傍 熱管 と も に 今年 は ユニ ー ク な 製品 が 発表 きれ ま 
だ : 


1) 直 熱 型 


Fullmusic プラ ンド か ら は , メッ シュ 状 プ レー ト を 
持つ 274 B/nm が デビ ュー し まし た . この 球 は 正確 に 言 
うと 昨年 末 頃 に 発表 され た も の で す が , サン プル の 入 . 
手 と テス ト の 時 期 の 関係 で 今年 に な っ て ご 紹介 し た も 
の で す 。 

メッ シュ プレ ー ト の 整流 管 は 。 その 大 半 が 1930 年 
代 頃 まで に 板 プ レー ト 管 に 置き 換え られ て 消え 去り ま 
し た の で , 現在 で は メッ シュ 状 プ レー ト を 採用 する 技 
術 的 必然 性 は 考え 難い の で す が , Fullmusic プラ ンド 
が メッ シュ 状 プ レー ト の 整流 管 を 開発 し た の は , 同社 
n シリ ー ズ (メッ シュ 状 プ レー ト 管 シリ ー ズ ) の ライ ン 
ナッ プ を 拡充 する た めで は な いか と 思い ます . 

メッ シュ 状 プ レー ト と いう こと で ,。 プレ ー ト 損失 の 
減少 が 気がかり に な り ま す が , WE-274 B を 常用 し て 
いる 我が家 の 300 B シン グル ・ ア ンプ (ステ レオ 仕様 ) 
に セッ ト し て 出力 130 mA で 数 日 間 連続 動作 させ た 
と ころ で は ,。 プレ ー ト の 変色 や エミ 減 等 の トラ ブル は 
発生 し ませ ん で し た の で , 一 応 。 WE-274 B の 規格 内 
な ら ば , 安心 し て 使え を る の で は な いか と 思い ます . 


(2) 傍 熱 型 


スロ バキ ア の 了 丁丁 Electronic より 待望 の GZ 34 
系 真空 管 : GZ 34 S が 発表 され まし た . 
この 球 は , 本 誌 の J/」 工場 訪問 レポ ー ト で 「 開 発 中 」 
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填 ii 
3 党 


の ニュ ー ス が 流れ て か ら , 実に 約 3 年 越 
し に よう や く 製 品 化 さ れ た 球 で す . 

現行 の GZ 34 と し て は , 中 国 忠 光 電子 
の 製品 と ロシア : Sovtek の 製品 が 広く 
出回っ て いま す が , 今回 発表 きれ た J/ 
GZ 34 S は これ ら の 先行 モデ ル よ りゃ 大 
き な ( 背 の 高い ) バル ブ を 採用 し て いる 
こと が 最大 の 特徴 で す . 

型番 の 末尾 (サフィックス ) の “S" は 何 
を 意味 し て いる の か 不明 で す が , 他社 製 
品 よ り 長 い バ ルプ は , 放熱 効果 が 高く な 
っ て いる の で は な いか と 思わ れ ま す . 

GZ 34 と いう と, 小型 で 省 電 力 の わり に 出力 が と れ 
る ( 王 容 量 が 大 きい ) 反面 , 小型 ゆえ に 高熱 を 発し , 
プレ ー ト 損失 が 極め て 大 きく な る 大 電流 動作 の 動作 状 
態 で は 比較 的 消耗 が 早い と いう 印象 が あり ます が , 現 
行 管 で 最大 サイ ズ の バル ブ を 持っ た ]/-GZ 34 S は , 
放熱 効果 を 高め て この 点 の 改善 を 図っ た モデ ル で は な 
いか と 思い ます . (“"S" ニ “Super” の 意味 か ? ) 

J/ ナ GZ 34 S の 登場 に より , 電圧 増幅 管 出 力 管 
ー 整 流 管 の 一 連 の ライ ン ナ ッ プ が 』】/] ブラ ンド に 完 
成 し , 同社 の 球 だ け で アン プ を 組む こと が で きる よう 
に な っ た こと は , 全て の 球 を 同じ プラ ンド の トー ン で 
揃え られ る メリ ッ ト が あり ます . 


その 他 


チェ コ の KR-Audio か ら は , 1916 年 頃 に 英国 
Marconi で 発表 きれ た R-Valve を 現代 の 技術 で 復 
刻 し た レプ リカ 球 が 発表 され まし た . 

オリ ジ ナ ル の R-Valve は 第 1 次 世界 大 戦中 に フラ 
ンス で 開発 され た TM 球 を 手 本 に 作ら れ た 球 で , 水平 
支持 され た 同軸 円 筒 状 電極 と タン グ ス テ ン ・ フ ィ ラ メ 
ント を 持つ Top-Tip 型 の 丸 球 で す . 

サン プル を 手 に と っ て みる と , KR で は 内 部 構造 や 
外観 ・ 電 気 特 性 を 含め て 原型 を ほぼ 忠実 に 復元 し て お 
り 。 感心 し まし た . 

原始 的 な 構造 の R-Valve は , Gm も 0.25 mA/V, 
Ipmax 三 2.0 mA。 Epmax ニ 120 V。 プ レー ト 損 失 
0.25 Wmax と 極め て 定格 が 小さ いた め 。 ス ピー カー 
を 駆動 する に は あま り に も 非力 で す が , 電圧 増幅 段 に 
お いて は 実用 に な り ま す . 

少量 生産 の た め , 高価 な 球 で は あり ます が , 真空 管 
の 原点 と も 言え る レヒ トロ な この 球 は , 一 度 そ の 音色 を 
聴い て みた いと いう 気持 ち を 起こ きせ て くれ ます . 
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